
「喫茶 シュー レ」

一自分の居場所 と不登校 －

＜ 企画運営団体 ：東京シューレ＞
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健一 さん

風馬 さん

志昂 さん

広史 さん

ゆい さん

有里 さん

祐慈 さん

東京 シ ュ ー レ

東京 シ ュ ー レ

東京 シ ュ ー レ

束京 シ ュー レ

東京 シ ュー レ

東京 シ ュー レ

シュー レ大学

◇参加人数 ：31 名 （子 ども、 お とな、実行 委員、

シ ンポ ジス ト含 む）

◇1 日のおおよその様子 ：

午 前 中 は 、 東 京 シ ュー レ会 員 に よ る シ ンポ ジ ウ

ム と、 来年 日本 で開催予定 の 「世界 フ リース クー

ル大会」 に向 けて、 今年 イギ リスで行 なわれた 同

大会 に参 加 して き た 子 ど もた ち に よ る ビ デ オ と ス

ラ イ ドの 上 映 会 が 行 な わ れ ま した 。

午後 は、 子 ど もたちに よる喫茶 サ ロン風 に会場

をセ ッ テ ィ ン グ し、 4 グル ー プ く らい に 自 然 に 分

かれ て 、 子 ど も も大 人 も混 じっ て の 自 由 な お し ゃ

べりを通 して、子 ど も主体の成長 について考 え合

いま した 。「大 人 の 都 合 で あ らゆ る こ と を 見 、 考

えて し ま う け れ ど、 子 ど もの 問 題 と大 人 の 問題 を

一緒 に し な い こ とが 大 事 ね 」 と い う、 あ る お母 さ

んの言葉 が印象 に残 りま した。

お しゃべ り以外 に は、 ゲ ーム コーナ ー を設 置。

のベ 6 人 く らい の 子 ど もが テ レ ビ画 面 に 向 か っ て

対戦 な ど を 楽 しみ ま した 。 ま た 子 ど も市 を 開 き、

束京 シ ュ ー レの 子 ど も た ち の ラ ッ ピ ング した 無 農

薬ロー リエ と、 ホ ー ム エ デ ュ ケ ー シ ョ ンで 育 っ て

いる小 学 年 齢 の 女 の 子 の き ょ うだ い の 手 づ く りビ

ーズ ア ク セ サ リー を 販 売 。 ア ク セ サ リ ー の ほ う は
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シンポ ジ ウム の報 告 者の 皆 さん

本人 た ち 自身 で か わ い ら しい ボ ー ドに色 と りど り

のネ ック レス な どを並 べ、「用意 して きた個 数の

3 分 の 2 く らい が 売 れ た よ」 との こ とで した 。

ゲームコーナーの様子
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第6分科会

「 喫茶シュー レ」

◇午前中のシンポジウムの様子

須永祐慈 （司会・ シ ュー レ大 学） ：今 日、 こ こに

並ん で いる みん な の通 う東 京 シュー レは、 19 8 5

年に学校外の学 び・ 交流 の場 と して フリー スクー

ル の 草 分 け 的 に 親 た ちが 作 り出 して ス ター ト し、

今は 20 0 人 の子 ど もた ちが 通 ってい ます。僕 も今

は シュー レ大学 に い ますが 、東 京 シュー レには 7

年間通い ま した。 ほ かに、家庭 を中心 にや ってい

る子 が交流誌や イ ンターネ ッ トでつ なが って いる

ホ ー ム シ ュー レ、 宿 泊 型 の ロ グ ハ ウ ス シ ュ ー レの

活動 な ど も あ り ます 。 自由 、 自 治 、 個 の 尊 重 を 3

つの准 に して い る子 ども主 体 の場 で、 この 11 月

には N P O 法 人の認証 も得 ま した。

この分科会 では、 お もに不登校 を経験 した立場

から、学 校 の外 で 考 え た こ との経験 を踏 ま えて

「 子 どもの権利」を考 え、語 り合 いたい と思い ます。

田中健一 （ 18 歳 ） ：11 歳 の噴か ら学校に行かな

くな っ た の で す が 、 僕 が 行 か な くな っ た と き、 周

りに不登校 してい る人 が誰 もいな くて、僕 は将来、

生き て い け な い ん じ ゃ な い か と い う 、 もの す ご い

不安 が あ り ま した 。 シ ュ ー レ は親 が 見 つ け て きて

くれ たのですが、不 登校 は悪 い ことだ と思 ってい

たので 「そん な、不登 校の子 の行 く所 に は行 きた

くない 」 と シ ュー レ拒 否 を して い ま した。あ る 日、

本当 に 自 分 か らふ っ と 「行 っ て み よ うか な」 と思

う よ うに な って 、そ れ か ら もう 6 年 に な ります 。

シュー レに来て初 めて、基 本は 「人 と人」だ と

思い ま した 。 子 ど も ど う し で も子 ど も とス タ ッ フ

でも、 み ん な 肩 書 きで な く、 そ の 人 の 個 性 とつ き

合ってい る関係 です。 それ か ら、何 か を学 ぶ時 、

将来 の役 に立つ か ら学 びた い とい うので は な く

て、興味 とか欲求か ら出て くるのがい い と思 い ま

す。 シ ュ ー レで は そ う い う希 望 を 、 ミー テ ィ ン グ

で出 して、活動 のプ ログラムを決めて い きます。

石井志昂 （1 7 歳） ：自分が中学 に入学 した時、

すでに制 服の こ とな ど柵か く校則が決 め られ てい

て、 お か しい と思 い ま した 。 ま た、 教 師 の や り方

に納 得 で き な くて も生 徒 は 言 え な い し、 お 互 い が
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お 茶 を飲 み な が らグル ー プ で話 し合 い

監視 しあ う よ う な雰 囲 気 も イ ヤ で した 。

東 京 シ ュ ー レで は ミー テ ィ ン グ を 開 い て 、 決 ま

りご と も 自分 た ち で 決 め ま す 。 そ れ は 自由 で もあ

るけ ど、 責任 も一緒 に考 え る ことです。 学校 で、

自分 たちの こ とを 自分た ちで決め ないのに責任 だ

け持 た され るのはおか しい と思い ます。 また、僕

は学校 で 「子 どもの権利条約」 があ るこ とを教 わ

りませ ん で した。 自分 の こ と を 自分 で 決 め て い い

と知 っ て い た ら、 も し もそ の子 が 学 校 に行 か な く

なって も、 罪 悪 感 を 感 じな くて す む と思 い ます 。

坂本ゆ い （1 5 歳） ：私 は小 1 の時か らず っ と本

当の 自分 を み ん な に 出 せ な くて 、 い つ も 自分 を変

えたい と思 って い ました。中学 にな って も小学 校

の友 だ ちが 一緒 に上 が るの で本 当 に苦 し くな っ

て、 学 校 に 行 か な くな り ま した。 子 ど もが 書 い た

本を見 て シ ュ ー レ を知 っ て 、「 こ こ な ら 自分 を 出

せる か も」 と思 い ま し た。

このあ いだ、 シュー レ始 まって以 来初め ての運

動会 をや り ま した 。 ミー テ ィ ン グ で運 動 会 を や り

たい人 を募 った ら、小学 生の子か ら高等部年齢 の

人まで実行委月 に なって くれて、 いろん な人が ア

イデア を出 し合 って、勝敗 に関係 な く、み んなが

楽しめ る 運 動 会 に な りま した。

米田有里 （1 5 歳） ：いま中 3 ですが、小学 3 年

生か ら先生 と生徒 の関係 とか、友 だちの中での グ

ループ化 が イヤにな って、 さみだれ登校 を して い

るう ち に学 校 に行 か な くな り ま した 。 シ ュ ー レ に

来て か ら、 自分 自身 の こ とが わ か る よ う に な りま

した。 自分の言 ってい ること、 自分 って何 ？ 何



「 喫茶 シュー レ」

が したいの ？な ど、学校 にい る問は、考え るゆ と

りが あ り ませ ん で した 。 シュ ー レで は 、 い ろ ん な

プ ログ ラム が あ っ て 、 そ の ひ とつ ひ とつ に 出 る ・

出 な い も 自分 で決 め て 良 くて 、 私 は プ ログ ラ ム に

あ ま り出 な い で 、 シ ュー レの い ろん な 人 とお しゃ

べ りす るなかで得 る ものが多か ったです。

学校 に対 して一番 思 うこ とは、子 どもが得 られ

る、 子 ど もに と っ て の 正 しい情 報 が 少 な い とい う

ことです。 私 は、先 に兄が登校拒 否 を していたの

で 「学 校 に行 か な くて もい い 」 こ と を、 た また ま

知 ってい ましたが、 それ は、学校 の中 で教 えて も

らった こ とで は あ り ませ ん 。 自分 に と っ て正 しい

情報を得 られ る権 利 は、大事 です。

渡邁広史 （1 8 歳） ：僕は小 5 の時、学校 にシー

ル表があ って休 み時 間に も中学受験 のた めに勉 強

する雰囲気や勉 強が嫌 いで、腹痛 や頭痛が起 こる

よ う に な り、行 け な く な り ま し た 。親 も わ か っ て く

れ な くて 4 年 半 ほ ど家 に閉 じ こ もっ て い ま した 。

シ ュ ー レ に 通 う よ う に な っ て も 、「 フ リ ー ス ク

ールって、不登校 の子が行 く所」 と思 ってい ま し

た。で も、去年 の夏 にウク ライナで 開かれ た「世

界フ リース クー ル大会」 に初 めて参加 して、考 え

方が 大 き く変 わ り ま した。 海 外 の フ リー ス クー ル

の中 には、 政治的 な ことや宗 教が絡 んでいた りし

て、色 々ある ことが わか ったのです。 それで、今

年イ ギ リ ス の サ マ ー ヒ ル で の 大 会 に 参 加 して き

て、 来 年 は 日本 で こ の 大 会 を 開 く こ と を約 束 して

帰って きま した。来年 の夏、 国内外 の子 ども主体

のや り方 につ いて話 し合 い、 いろん な人 たち と交

流で きるのが楽 しみです。

「子 どもの権利 」 につ いて思 うのは、僕 は 6 歳

の時 「君 は学校へ 行 く ？どうす る ？」 と聞 かれ る

こと は な く、 当 た り前 の よ う に じい さん が ラ ン ド

セル を 買 っ て くれ ま した 。 た っ た 6 歳 で も、「地

域の学校 もあ るけ ど、違 う学校 も選べ る。 フ リー

スク ー ル もあ る し、家 で や っ て い く方 法 もあ る よ」

と言われ れば、そ の子な りの判 断 はで きる と思 い

ます。－【r どもが どこで学 べ るかを選べ るのは、 そ

第6分科会

の子 が 「学 ん で い こ う」 とい う気 持 ち とつ な が る

と思 い ます 。

信田風 馬 （1 7 歳 ） ：僕 は、小 さい頃か ら幼稚 園

や小学校 が嫌 いで した。 中学 になって学校 の規模

が大 き くなった ときに気後 れ して 、学 校 に行 けな

く な りま した 。 親 は 最 初 、全 然 理 解 で き な くっ て

泣かれ て しまい、僕 の 中には罪悪感 がず っとあ り

ま した 。 仮 病 を使 うな ど して 行 か な くな っ て しば

ら く した ら、 親 が 「行 か な くて も い い よ」 と 言 っ

てくれ て 、 気 分 が 楽 に な り ま した。

こ こ まで の み ん な の 話 か ら、 シ ュ ー レで は、 自

分た ちの興 味か ら色 んな活動 が広が ってい るのが

わか る と思 い ます 。 同 じ よ う に 、 例 え ば 1 日 中 マ

ン ガ を読 ん で す ご した り、 ゲ ー ム を ひ た す らや っ

てい て も い い ん で す 。 悩 み が あ っ て もホ ッ と して

帰れ る 。 そ う い う所 もい い と思 い ます 。

※これ らの発 言 のあ と、「将 来に不 安 は ？」 な ど

の質 問や 、会場 参 加 の親 の方 か ら「皆 さんの

言葉 は勉 強に なった」「頭 では不登校 を理解 し

て い るつ も りだ っ た が 、 2 ケ月 前 、 い ざ 自 分 の

子 ど もが行 か な くな って 問い返 された」 な ど

の 意見 が 出 され、午 後 の喫 茶 シ ュー レの時 間

に引 き継 が れ る こ とに な りま した 。

（記録 ：花井紀子）
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第7 分科会

「 C A P プログラム」

一子 どもへの暴力 防止 のためのワークシ ョップ ー

＜ 企画運営団体 ：グループ C A P ＞

講師 （講演・就学前）安藤 由紀さん

講師 （漸 寅）

講師 （就学前 P ）

講師 （小学生P ）

講師 （小学生 P ）

講師 （小学生 P ）

講師 （講演）

司会

グルー プ C A P

江口美代子さん

グルー プ C A P

荒川美智代さん

グルー プ C A P

門馬 乙魅 さん

グル ープ C A P

島村 麗子さん

グループ C A P

佐々木正子さん

グルー プ C A P

佐野 育子 さん

グルー プ C A P

三浦真津美 さん

グルー プ C A P

C A P （ C h ild Assault Prevention）は、アメリカ

で開発 され た子 ど もへ の暴 力 防止 プ ログ ラ ムで

す。 だれ もが生 まれ なが らに もっている基本 的人

権を「安心 ・ 自信 ・ 自由」とい う表現 にお きか え、

権利が奪 われ そうにな った ときは 「いやだ」 とい

って もい い の だ と言 う こ と、 い や と言 え な くて も

逃げ て身をか わす こ とがで きる こご、信 頼で きる

人に相談 す ることがで きるこ とを、役割劇 を使 い

なが ら参加 者 との対 話形式で考 えてい くワー クシ

ョ ップ です 。

今 回の 分科 会で は、 グル ー プ C A P の ス タ ッフ

が3 本 の ワ ー ク シ ョ ップ を 行 い ま した。

午前 中は、大 人のための講演 （後 援者 ＝江 口美

代子 ）、 子 ど も プ ロ グ ラ ム の 紹 介 は も ち ろ ん の こ

と、虐待 の知識 な ど大人 と して知 ってお いたほ う

がよい情 報 や、 虐待 を受 けた子 どもの心 理状 態 、

クラ イ シ ス カ ウ ンセ リ ン グに よ る子 ど もへ の サ ポ

ートの仕方 な どを伝 え ました。保護 者や教育 関係

者を中 心 に 5 0 寺ち以 上 もの 方 々が 参 加 して くだ さ

2 0 一 子どもの権利 条約 フォー ラム’9 9 報告書

大人のための講演

子ど も対象 の ワー クシ ョ ップ

り、皆 さんが講演者 の具体的 な諸 に集中 して聴 き

入っている姿 が印象的で した。

午後 は、就学前 プログ ラム（講演者 ＝安藤 由紀、

荒川美智代 ） と小学生 プ ログラム （門馬 乙魅 、島

村麗子、佐 々木正子） を子 どもたちに体験 して も

ら い ま し た 。

就学前 のプ ログラムは、幼児で も怖 が るこ とな

く理解 で きるよ うに 身長 1 10 セ ンチ の お 人形 を 5

体使 って劇 を します。初 めは不安 そ うだ った子 ど

もた ち も、 自分 と同 じ く らい の 背 丈 の お 人 形 の登

場で 盛 り上 が っ て くれ ま した。

最後の小学 生対象の ワークは、私 たちが小学校

や児 童 館 に 出 向 い て 届 け て い る 最 も リク エ ス トの

多い プ ロ グ ラ ム で す 。 今 回 は 模 擬 ワ ー ク シ ョ ップ

とい う こ と で学 校 も学 年 も違 う子 ど もた ちが 集 ま

りましたが、 ロー ルプ レイヤ特 別 な叫 び声 の練習

にも積 極 的 に 参 加 して も らい 、 楽 しい ワ ー ク シ ョ

ップ で締 め く くる こ とが で き ま した。

（記録 ：三浦真津芙）



「演劇的ワークシ ョップ」

一遊びながら演劇 づくりヘ ー

＜ 企画運営団体 ：劇団風の子東京＞

講師 福島 さん 劇 団風 の子東京

みん な で体 を動 か す

人 間 としての基本的 な権利 。心 と体 を解放す る

こ とで、 自分 を 自由に表現 す る権利 があ るこ とに

少しで も気づ いて も らいたい と企画 した演劇 的 ワ

ーク シ ョ ッ プ は 、 ク ツ を脱 い で は だ しに な る こ と

からは じ ま りま した 。 決 して 充 分 な広 さ と は い え

ない空 間に、 2 6 名の参加で した。

10 ：0 0 か ら は じ ま り、 1 1 ：0 0 ごろ ま で は バ ラ

バラと入場 者が いたので、途 中か ら参加 とい う人

もい ま したが、午前 中はそ れぞれ体 ほ ぐしと心 ほ

ぐし、午後 は、 グルー プにわかれて劇づ く りに取

り組 み ま した。

最初 は、 まず体 の力 を抜 くこ と。普段頑 張 って

生きて い る 人 た ち は、 力 を抜 くこ と を忘 れ て い る

よう で した 。 何 で も な い こ との は ず なの に、 力 を

入れ る よ り難 しか っ た よ うで す 。 力 の 抜 き方 が わ

かった ら今度 は入 れ方。 こち らはみん な、す ぐで

きた よ うで す 。 二 人 組 に な っ て 相 手 と同 じ動 きを

する カ ガ ミ遊 び。 ね こ に な っ た り、 に わ と りに な

った りす る動物 あそび、 な どな ど、力 を抜い た り

第8分科会

動物遊び？

入れた りす るこ とでい ろいろ な遊 びを体験 し、心

も体 も リ ラ ッ ク ス し て 昼 食 タイ ム に は い り ま し

た。

そ して午後。 3 つの グループ に分 かれて話 し合

いが 始 ま りま した。 朝 には他 人 だった 人た ちが 、

すっ か り う ち とけ て い き い き と相 談 し て い ます 。

発表 の時 間 2 ：30 には、 どれ も個性 的で楽 しい 3

作品。「鈴木家 の食 卓」「かわ いそ うな どろば う」

「 こ ぶ と り も もた ろ う」 が で きあ が っ て い ま した。

みん な自分 のグルー プの作 品が一番だ と思 ってい

たの に、 どの作品 も楽 しか った ので大 い に盛 り

上が りま した 。 演 じる 人 も観 る 人 も本 当 に ひ とつ

にな って す て きな 空 間 を 感 じる こ とが で きた の で

はないか と思 い ます。

私 も一 緒 に動 い て い た ら も う少 し ま しな文 章 が

書けたので はないか と思 うのですが

参加 者の感想 の一部 を紹介 して報告 とさせて い

ただ き ます 。

子どもの権利条約 フォーラムt9 9 報告書 － 2 1
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「 演劇的ワークシ ョップ」

参加者の感想

＊最 近 、 東 で 考 え る こ とが 多 く、 な ん だ か こ わ

ば っ た よ う な 感 じが し て い ま した 。 カ ナ カ ナ に

な っ て い た 心 と体 が 少 ～ し柔 らか くな っ た よ うで

す。 いろ いろな年代の 人たち と楽 しい時 間を持て

ま した 。 あ りが と う ご ざ い ま した 。（3 9 才 ・ 女 ）

＊劇 作 りを した の が 楽 しか っ た 。「子 ど も の 権

利条 約 フ ォ ー ラ ム 」 に は は じめ て き た け ど 「 こ

ん な に 楽 しか っ た ん な ら、 前 の フ ォー ラ ム に も行

けば よか った」 と思 って いる。（12 才・ 女）

＊今 日 こ こへ 来 て よ か っ た と思 っ て い ます 。 午

後が 一番 楽 しか った です 。友 達 もで きた し、 一一

人一 人 の ふ れ あ い も深 ま っ た と思 い ま した 。 また

こ こへ 来 た い と思 い ま し た。（12 才 ・女 ）

＊話 だけの分科 会だ と思ってい ま した。 … と思

い きや、「ク ツを脱 いで入 って下 さい」 とい われ

たと きか ら何 か 違 う と感 づ い た 。 お も し ろ い とい

うか、 学べた とい うか、 これに よって想像・ 創 造

が強 まった ような気 がす る。 とて も短 時間 に思 え

ま した。（20 才 ・ 男 ）

＊今 回 で わ か っ た の は 同 じ も の で も 人 に よ っ

て、 その ものの表現 の しかたや、 うけ とめ方が 違

う こ と な どで す 。 い ろ ん な こ とが 吸 収 で きた と思

います。 お もしろか った。仲 2 ・ 男）

＊ さ い し ょ こ こ に 入 る 時 、 か な り き ん ち ょ う し

たけ ど、 い ろ い ろ や っ て い る う ち に 楽 し くな っ

てきて 、 い ろ い ろや っ て い る う ち に 楽 し くな っ て

きて 、 こ こ に 来 て よ か っ た と思 っ た 。 と くに げ き

がお も しろ くて 楽 しか っ た。（6 年 ・ 女 ）

＊午前 中に東の中 も体 も体操 を したの で、午後

の劇 づ く りは 、 た の し く、 か ん が え ず 、 あ ま り

悩まず に で き ま した 。「 自分 た ち の 劇 が －一一番 お も

しろ い な」と、発 表 す る まで は 思 っ て い ま したが 、

3 グ ル ー プと も全部お もしろか ったです。特 に 3

2 2 一一 子 どもの権利条約フ ォーラム’9 9 報告書

グル ー プ で劇 づ くり

グル ー プで劇 づ く り

つと もぜ んぜ ん ちが うつ く り方 で 、 どれ も「へ － 、

こ ん な ア イ デ ィ ア も あ る の か 」とお ど ろ き ま した 。

（31 才・ 男）

＊身 体 の 力 を抜 くこ とが 難 しい と思 い ま した 。

恥ず か し さ と か 、 こ ん な こ と を い っ た らお か し

いの で は な い か とい う気 持 ち を な く して い く こい

と も、 気 持 ち の 力 をぬ く こ と に な る の か と 思

います が 、 こ れ も難 しい 。 子 ど も人 権 フ ォ ー ラム

の分科会 なので、そ こ とのつ なが り、意 味な

ど、関連 してお話があ って もい いかな あと思 い ま

した。（4 1才・ 女）

もっ とた くさん書い ていただい たのですが 、省

略させ て い た だ き ま した。 皆 さん 、 お疲 れ さ ま で

し た 。 ま た 会 い ま し ょ う ！！

（記録 ：宮原登志子）



第9 分科会

「 子どもの権利条約入門講座ワークショップ」

＜ 企画運営団体 ：国際子ども権利センター＞

講師 浜田 進士 さん

国際子 ども権 利セ ンター副 fe表

「権利、権 利 ってそん な主張 をする前 に義務 を

果た さ な い と ？」「子 ど もの 権 利 っ て わ が ま ま さ

せる こ と な の ？」「条 約 っ て 、 か わ い そ う な子 ど

もの た め にで きた ん じゃ な い の ？」

この分科会 は、権利 条約 に対す る こん な疑 問 を

わか りや す く学 ぶ ワ ー ク シ ョ ップ形 式 で 行 わ れ ま

した 。 講 師 は 条 約 ワ ー ク シ ョ ップ の ベ テ ラ ン、 浜

田さん 。 ジ ャ ンケ ンを した り、 写 真 を見 た り、 自

己紹 介 を した り、 カ ー ドを使 い なが ら、 楽 しみ な

条
約
入
門
講
座

の
よ
う
す

がら子 ど もの権利 につ いて考 え ました。参加 者 は

子ど も だ け で な く、 若 者 もお と な も もい っ し ょ に

学び ま した。浜 田さんの愉快 な関西 弁の語 り口で、

楽しい け ど気が つ い た らい ろ ん な こ と学 ん でい

た、そん な講座 だった と思 い ます。

と くに、 子 ど もの 権 利 条 約 を基 本 か ら知 りた い

人や、子 どもの権 利条約 をわか りやす く伝 える方法

を学 びたい人にはぴった りの講座 だ と思 い ました。

「 ラウン ドテー ブル・ トーク」

一子 どもの問題 、今の課題を話 し合 うー

＜ 企画運営団体 ：子どもの虐待防止センター＞

コメンテーター 辻 野 恵子 さん

子 どもの虐待 防止セ ンター

コメンテーター 小 宮山健治 さん

川崎市教育委員会

司会 荒牧 重人 さん

子 どもの権利 条約 ネ ッ トワー ク事務 局長

こ の 分 科 会 で は 、 子 ど もた ち を と り ま く様 々 な

課題、 問題 を、 ゲ ス ト、 参加者で 自由 に話 し合 い

まし た 。

最初 に、今 日的課題 として、特 にふたつ の問題

を取 り上 げ 、 そ れ ぞ れ 専 門 の コ メ ンテ ー タ ー か ら

問題提起 を していた だ きました。 ひ とつ は、 虐待

の問題 で、最近特 に、親 に よる子 どもへ の虐待 が

急増 し、 深刻 な社会 問題 を引 き起 こ してい ます。

日本 では、最 も初期か らこの問題 に取 り組 んで き

ラ
ウ

ン
ド

テ

ー
ブ

ル

で
話

し
合

い
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た虐待防止 セ ンターか ら草野 さんに来てい ただい

て、 コ メ ン トを い た だ き ま し た 。

も う ひ とつ は 、 日本 で 初 め て 、 子 ど もの 権 利 保

障のための条例 づ くりに取 り組 んでい る川崎市 か

ら推 進役の おひ と り、小宮 LLIさ んか ら条例 につい

ての 詳 しい説 明 を い た だ き ま した。 後 半 は、 この

おふ た りの コ メ ンテ ー ター をか こ ん で 、 子 ど もた

ちの い ま と こ れ か ら につ い て 話 し合 い を持 ち ま し

た。

子どもの権利条約フォーラム’9 9 報告書 －－ 2 3



アンケ ー ト結 果 か ら

子どもの権利条約フォーラム 9 9 参加者アンケー ト結果から

たくさん の ボ ラ ンテ ィア ス タッ フが協 力

質問 1 オープニングの参加団体か らのメッセー

ジはいかが で した か ？

・ ア ッ トホ ー ムで よか っ た で す （丑

・ 自己紹介 とか を聞いて けっ こうふ つ うに話せ そ

うで、その後 の気持 ちが楽 で した ①

・ 人形 をつか った人の声 が きこえに くか った ③

・ い ろ ん な団 体 が わ か りや す くて よ か っ た と思 う

①

・ 友達 が またふ えた ！ ①

質問 2 オープニングの合唱組曲 「ボクたちのさ

が しもの」 はいかがで したか ？

・ 楽 しめ ま した （卦

・ 感動 しました ①

・ みんなでつ くった歌、 か っこいい と思 った ①

・ と て も 自然 で メ ッセ ー ジが 伝 わ っ て き ま した

（む

・ 短 い時間で 自己表現す るのは大変 だな、 と感 じ

ま した ⑨

・ 合 唱、何 回 も練 習 したので しょうが、 なか なか

よかったです ②

・組 曲がで きあが り、発表 にい くまで のプ ロセ ス、

も うち ょ っ と 聞 きた か っ た ②

・ 声 の重 な り、 言葉の重 な りが、連 れて行 った娘

に は 少 しわ か りづ らか っ た （勤

・ 歌 詞 が わ か りや す く、 とて も い い歌 だ と思 い ま

した （丑

・ み ん な ガ ンバ ッテ い る の が よ くわ か る （彰

2 4 一 子 どもの権利条約フォーラム’9 9 報告書

質問 3 シンポジウム「子どもの S O S を受 けと

めて」 はいかがで した か ？

・ 型 に は ま りき っ た 役 人 と、 具 体 的 な 民 間 の 方 と

の対比 が とて も面白か った ②

・ 子 ど もの 権 利 を ど う捉 え る か 、 も っ と もっ と大

人 の 側 と か 国 、 都 の レベ ル か ら も き ち ん と 認

識 し、広 め ていか ない とこの 日本 で は何 も進ん

で い か な い と思 い ま し た 。 こ の 子 ど も た ち の

現 状 か ら私 た ち 大 人 は もっ と もっ と考 え な き ゃ

い け な い と思 い ます （彰

・ 議 論 、 議 題 に ま と ま りが な か っ た か も しれ ませ

ん （参

・ 子 どもの人権侵 害 は、大 人 自身が 変化 していか

な け れ ば な くな らな い と思 う （彰

・ パ ネ リス ト山 田 牧 子 さ ん の 話 を もっ と き きた か

った ②

・ 女性二 人の発言 が興味深 く、明快 で、共 感する

と こ ろ も多 く、 参 加 意 識 が 高 め られ た 。 さ ら

に丁寧 に深 い話が したい とい う心残 りは翌 日に

つ なげ ます ②

・ パ ネ リス トの方 は も ち時 間 を守 っ て ほ しい。 l＿臼

田 さん の お 話 を もっ と き き た か っ た 。

・ 行政、 民間 のあ りようの線 引 き、組 み分 けが ム

ツ カ シイ ②

・ 文 部省の竹下 さん に、子 どもが 人権侵 害 に気づ

くため には権 利 につ い て知 っ てい な けれ ば な

り ませ ん 。 子 ど も一 人 ひ と りに、 市 民 参 加 で リ

ー フ レ ッ トを 作 り、 配 布 して く だ さ い 、 と お

伝 え したい （丑

・ 質疑応 答が充実 していて よか ったです ②

・ オープニ ングが 世界か らの人 々が集 まっていた

国際 的 な雰 囲気 だ ったの に対 し、 シ ンポ ジウ

ムは 日本 に偏 りす ぎていたので は… ？内容が期

待 して いた もの と違 ってい た。（私 は発展 途上

国におけ る児 童労働の 問題 な どの話 を聞 きたか

ったので…） 日本で は「育 」 とい う視 点で発展

途 上国 とは別 の形で子 どもの権利が侵 されて い

る とい う こ と に 気 づ い た の は よ か っ た と思 う

・ 民 間の方の発言 、 と くに山田牧子 さんの発言 な

ど参考 に なった （星野 さん も）。文 部省 の生涯



アンケ ー ト結果 か ら

子どもの権利条約フォーラム 9 9 参加者アンケー ト結果から

学習 局か ら来 られたのは大進歩 だが、で きれ ば、

子 どもの権利条約 、児童 に関する条約の担 当の

課 や、 義 務教 育 の担 当の 局 に来 て ほ しか った

②

・司 会 と シ ン ポ ジ ス トの 方 々 の バ ラ ン ス感 覚 が優

れ てい ました。 い ま少 し、 会場の協力 も欲 しい

と こ ろ です 。 時 間 は も う少 し欲 しい。 （参

・ 子 ども相 談活動 はなか なか 難 しいのだ な と思 い

ま した。民間・ 行 政の連携が重要 だ と思い ます。

・文部省義務教育課 （学校関係）の話を聞 きたか

った ①

・ もっと討論 の時間が欲 しかったです ①

・ 椅子が足 りなか った

・ やは り時 間が足 りない ②

質問 4 子 どもアクシ ョン広場はいかがで した

か ？

・ シ ンポ ジ ウ ム に結 局 出 て しま っ た の で ち ょっ と

のぞいた だけで したが、うらや ま しか ったです。

何 らかの形 で全参加 者への フィー ドバ ックが欲

しいのですが、 あ ります か ？ （勤

・子 どもが主体 で組 み立てた というこ とが良 くわ

か る 企 画 に な っ て い た と思 う。 と て もお も しろ

か っ た 。 い きい き と した 子 ど も た ちへ・‥カ ンパ

イ ！！ （彰

・ ただ遊 ぶだ けな らシ ンポジ ウムに出れば よか っ

た ⑤

・全然知 らない人 と交流 で きて、す ご くたの しか

ったです ②

・ た くさ ん の 人 と交 流 で き て よか っ た。 で も も っ

と多 くの 人 と交 流 もで きた らい い な あ ②

・ も っ と い ろ い ろ な 人 と交 流 が で きる よ うに （彰

・各地 によってや るこ とがちが うのが 印象的 （彰

質問 5 展示コーナー、情報コーナーなどいかが

で したか ？

・ もっ と広 い場所 で ③

・ いろい ろあって よか った ②

・ F r ee （無料 ）の情報 もあ りよか った ②

・ スペー スの関係 はわかるの ですが、 もっとゆ っ

た り し た ス ペ ー ス が ほ し か っ た と 思 い ます 。

とて も残念です が。 ④

・ 狭 くて残念 ④

・ シンポ ジウム時に展示・ 受付・ 書籍 ス タッフの

声 が少 し大 きかった ように思 い ます ②

・ どの団体 も工 夫 を凝 らした展示で とて もよか っ

た ①

・ も う少 し広 い と こ ろが あ る と よ い。 オ ー プ ニ ン

グ の 会 場 と は 別 に あ る と よ い 。（ざ わ ざ わ し て

いて落ち着か なかった）（卦

・ た く さん あ っ て、 す ご くよか っ た ②

その他

・ 実行 委貝 会にお願 い。実 は 11／27、28 は私 の知

っているだ けで も全 国 レベ ルの集会が 3 つあ り

ます。「子 どもを守 る文化 会議」「地球 市民 フォ

ー ラム」 と当会、 多分、 ほかの参加者 もダブ っ

て参加 したい 人 は多 い と思 い ます。 2 7 日 は こ

ち ら に 、 2 8 日 は 「子 ど も を 守 る・‥」 へ と何 と

か調整 はで きない もので しょうか。ぜ ひ ご検 討

く だ さ い 。

・ ス タッフの皆様 、本 当の ご苦労様 で した。 あ り

が と う。 来年 も また 楽 しみ に し て い ます 。

テレ ビ局 の 取材 も あ りま した

子どもの権利条約フ ォーラム’9 9 報告書 － 2 5



ヽ ○

メッセ ー ン

フォーラム 9 9 に賛同された皆さんか らのメ ッセージ（一部）

◆東京都 M さん

運動の推進にむけて、 N G O 等 の活動が必要だ

と思 い ます。活動 の呼びか けに賛 同い た します。

◆高崎市 T さん

家庭 と会社、学 校以外 の第 3 の居場 所。 ともに

い ろい ろな立 場 の 人 と共生 で き る場 を作 りたい

と思 ってい ます 。会 に参加 させ ていただ き、 いろ

いろ吸収 して いきたい と思 います。

◆神奈 川県 T さん

子 ど もた ちの た め に 戦 争 を な くそ う ！！

◆東京都 0 さん

最近 の子 ど もは何 を考 えて いるかわか らない と

か、す ぐ切 れ る とか、 大 人 が子 ど もと楽 し く暮

らそ う とい う よ り、 不 信 の 日で み る風 潮 が あ る の

が、おか しいです ね。

子 どもを一人 の人間 と して、尊重 す る社会 、い

ろい ろな子 が 安心 して 生 きてい け る社 会づ くり

を多 くの人の輪でつ くってい きたいですね。

◆横浜市 Y さん

世界 中の子 どもが平和 で健康 に生 きられ ます よ

う、願 い行動 す るばか りです。

◆東京都 K さん

子 ど もた ち の 声 を も っ と 大 き く大 人 に 伝 え よ

う。 子 ど もた ち の 権 利 を 守 り、 し っか り育 っ て い

ける よ う に、 盛 会 をお 祈 り し ます 。

◆国立市 M さん

子 どもの権利 条約 を実 質化 す るため には人々が

手をつ な ぐ必 要 が あ ります。 フ ォー ラム の成 功

をお祈 りして お り ます 。

◆川崎 市 S さん

子 どもの権利 条約、画 に描い た餅 に しない、そ

のための努力 を ！
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◆東京都 K さん

子 どもた ちの 最 善 の利益 を しっか り守 る ため

に、“子 どもの権利 ’’へ の理解 を深 め、 実践す る

ため に と も に力 を 尽 く して い き た い と恩 っ て い ま

す。

◆仙台市 K さん

当 日、所用 のため出席 で きませ んが 、 ご盛 会を

お祈 りい た し ます 。

◆東京都 T さん

いつ も応 援 して い ます。 だ ん だん 私 の 口か ら

「 子 ど もの権 利 」、 あ る い は 「子 ど もの視 点 」、

「 子 ど もの参加 」 とい う言葉 が発 せ られ る ように

なっ て き ま した。 今 回 は積 極 的 に フ ォ ー ラム の

声か けを協 力 します。

◆北海道 W さん

準備 ご苦労 さまです。 成功 を祈 ってい ます。

◆大阪市 協議会

よい 行 事 とな ります よ う、 応 援 い た し ます 。

◆東京都 Y さん

私が初 めて この フ ォー ラム に参加 した のは 4 年

前。 私 が 中 2 の 時 だ っ た と思 い ます 。 初 め て 、

たった 1 人で参加下のですが、同世代の子の活動

報告 などを聞 き、深 い感銘 を受 けた覚 えが あ り

ます。今年 は、海外 の子 ども達 も参加 す る とい う

ことで 、（英語 な ら話せ るの で）ぜ ひ参加 して

交流 した いと思 って いたのですが、 2 8 日が大学

入試 日に あたるので、残 念なが ら、両 日 共 に参

加で き そ う に あ り ませ ん 。 参 加 は で き ま せ ん が 、

子どもの権利条約 を よ り多 くの人に知 って欲 し

いとい う気持 ちは同 じです 。ぜ ひ今年 もすば ら し

いフ ォー ラム に な る よ う成 功 を祈 っ て い ます 。
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2 7 日夜の交流会で

2 7 日夜の交流会で

今 回の子 ど もの権利条約 フ ォー ラム は、 い くつ

かの 点 で 、 節 目の 年 にふ さわ しい フ ォー ラ ム とな

った の で は な い か と、 関係 者 の ひ と りと して少 し

誇りに思 ってい ます。

まず、分科会の各企画を、それぞれの分野で活

動実績 を積 ん で きた団体 に運営 して も らった点 で

す。お な じ子 どもの権利保 障の実現のため に活動

して きてい るのに、 これまで一堂に会す る機会 が

なか ったので、 それぞれが どんなや り方 を してい

るのか、 互いに よい刺激 に なった と思 います。

また 、 今 回 は ア メ リ カヤ フ イ リ ピ ンか らゲ ス ト

の子 ど もた ち が 参 加 して くれ ま した 。 日本 の 子 ど

もた ち との 交 流 も 本 格 的 な もの に な り、 2 0 00 年

の夏 には今度 は、 日本の子 どもたちが研 修のた め

に渡米す る形 で、 この交流 が発展 してい ます。

シ ンポ ジウムで は、今 回は じめて国、 自治体 、

民間が同 じテー ブルで話 し合 いを もつ ことがで き

ました。今後 は、互 いがパー トナー として、子 ど

もの権利保 障に むけ協 力 し合 える関係 を築いてい

けた らす ば ら しい と思 い ます 。

今 回の フ ォー ラムでは、内容面 だけでな く運営

最後の全体会 で報告

全体会の参加者

2 7 日夜の交流会で

あとが き

面で も画 期 的 と思 わ れ る こ とが い くつ もあ り ま し

た。

フ ォー ラ ム の 実 行 委 月 会 に 多 くの子 ど も メ ンバ

ーが 参加 し、 子 ど も ア ク シ ョン広 場 をは じめ、 い

くつかの分科会で実質的な企画、運営の責任担当

を果 た して くれ ま した 。 お と なの ス タ ッ フ と た が

いに よ きパ ー トナ ー で あ る こ とが 実 現 で き た と思

います 。

も う ひ と つ 、 今 回 の フ ォ ー ラ ム に は 4 0 人 以 上

の学 生 や 若 者 を 中心 と した ボ ラ ン テ ィア ス タ ッフ

が協力 を して くれ ま した。準備 や受付 、販売や会

場係、 託児所係 りや通訳 な どさまざ まな事務運営

を分 担 して くれ ま した 。 な か に は 、 フ ォー ラ ム の

チラ シ を 見 て 、 申 し出 て きて くれ た方 もい ら っ し

やい ま した 。

最 後 に、 フ ォー ラム’99 、 2 日間の参加 者 数で

すが、 ゲス トや スタ ッフを含め る と延べ 7 5 0 に達

し、過去最高 の参加者数 とな りま した。

こ う した エ ネ ル ギ ー を さ らに 、 子 ど もの権 利 実

現に結 びつ けて行か なければ と思 い ます 。

フ ォー ラ ム ’99 事 務 局 長

託児 所 で 、 ス タ ッフ と子 ども た ち

子どもの権利条約フォーラム’9 9 報告書 － 2 9
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ま
え
た
唯
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・

最
新

の
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格
的
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教
育
法
親
の
総
合
的
事
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・

編
集
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神

田

修
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兼

子

仁

四
大
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価
二
五
〇
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円

本
事
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＊
中
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申
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の
教
育
改

革
や
、
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方
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権
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」
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行
政

改
革
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動
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ま
え
、
立
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的
・
重
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も
と

に
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な
解
説
を

加
え
た

21
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教
育
法
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総
合

的
・

本
格

的
な
解
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事

典
と
な
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た
。

＊
生
き

て
動
く
教
育
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の
全
体
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で
き
る
よ
う
、
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育
法
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の
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系
的

な
枠
組
み
を
も
と
に
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れ
な
く
重
安
教
育
法

（
規
）
用
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収
録
。
教
育
学
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教
育
法
学
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研
究
成
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す

べ
て
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込
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に
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集
し
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＊
手
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取

り

や

す
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用

し
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す

い
索
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つ
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、

”

ハ
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デ

ィ
な

事

典

〃
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形
を
と
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つ
、
基
本
用
語
、
事
項

の
客
観
的
、
正
確
な
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述
と
な

っ
て
い
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。
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編
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二
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〇
〇
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ン
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ク
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行
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修
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市

・
編
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鈴
木
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二
四
〇
〇
～
二
六
〇
〇
円

講
座

主

体

形

成

の
社

会

教

育

学
・
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四
巻

中
谷

彪
・
浪
本

勝
年

編
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一
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〇
円

現
代
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教
育
学
を
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る

中
谷

彪

著

二
四
〇
〇
円

日

本

的

学

校

経

営

学

首
重
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皆
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現
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論
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の
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濱
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編
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教
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現
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生
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導
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提
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権

利

］
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本
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教
育
法
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権
利
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約
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委
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、
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円
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、
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子
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権
利
条
約
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具
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す
る
た
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に
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基
本
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。
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契
約
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の
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「
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人
の
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重
」
を
中
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に
す
え
て

中
野
進
著

2
、
1
0
0
円
（
本
体
2
、
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0
0
円
）

学
校
現
場
で
お
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
素
材
に
、「
在
学
契
約
」
の

観
点
か
ら
問
題
を
整

理
し
て
考
察
。

教
育
法
学
と

子
ど
も
の
人
権

兼
子
仁
教
授
東
京
都
立
大
学
退
官
記
念
論
文
集

市
川
須
美
子
・
安
達
和
志
・
青
木
宏
治
編

3
、
1
5
0
円
（
本
体

3
、
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0
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）

気
鋭

の
若
手
研
究
者
11
名
が
教
育

の
現
実
を
改
革
す
る
た
め
の
問

題
を
提
起
す
る
。
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法
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0
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本
年
度
で
大
改
訂
、
紙
面
刷
新
。
ま
す
ま
す
充
実
し
た
学
生
・
市
民
の
た
め
の
小
型
六
法
。

現
代
社
会
の
動
き
に
対
応
し
て
幅
広
く
法
令
を
収
録
。
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「子どもの権利条約」は、
子どものための世界の約束 J

怠る仔 どもの権‡

喜多明人・文 内田玉男・画

「 子どもの権利条約」は、子どもの権利を

守るためにつ くられた、世界中の国と国

との約束です。日本も、 19 9 4 年 4 月 に

条約 にカロわりま した。この本は、身近な

子どもの生活の中か ら、子どもの権利 に

かかわるテーマを、まんがと文章でわか

りやす くまとめたものです。

●定価（本体1，165円＋税）

★まんがで学ぽういろんな知識★
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